
【
病
床
機
能
報
告
制
度
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：

http://www.m
hlw.go.jp/stf/seisakuni

tsuite/bunya/0000055891.htm
l

（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
政
策
に
つ

い
て
↓
分
野
別
の
政
策
一
覧
↓
健
康
・
医
療

↓
医
療
↓
病
床
機
能
報
告
）

【
疑
義
照
会
窓
口
】

厚
生
労
働
省

「
平
成
二
十
六
年
度
病
床
機
能
報
告
」事
務
局

（
委
託
先
：
み
ず
ほ
情
報
総
研
株
式
会
社
）

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

byousyoukinou@
m
izuho-ir.co.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

〇
一
二
〇―

八
八
〇―

一
二
四

（
二
十
四
時
間
受
付
）

電
話（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

〇
一
二
〇―

一
一
〇―

二
六
四

（
対
応
時
間
：
平
日　

九
時
〜
十
七
時
）

口
」に
連
絡
し
て
、
紙
様
式
を
送
付
し
て
も
ら

い
、そ
の
後
、様
式
に
必
要
情
報
を
集
計
・
記

載
し
、郵
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

報
告
期
限
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年

は
医
療
機
関
の
負
担
を
考
慮
し
て
「
十
一
月

十
四
日
（
金
）」
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す（
十
月
一
日
か
ら
受
付
開
始
）。

　

し
か
し
、
来
年
以
降
の
締
め
切
り
は「
十
月

三
十
一
日
」と
な
り
ま
す
の
で
、
留
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
報
告
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

報
告
様
式
例
な
ど
の
他
に
、
記
入
要
領
も
あ

り
、②
の
「
構
造
設
備
・
人
員
配
置
」
と
③
の

「
医
療
内
容
」
を
記
入
す
る
に
あ
た
っ
て
の
考

え
方
（
た
と
え
ば
常
勤
・
非
常
勤
の
定
義
や
、

各
診
療
報
酬
点
数
に
関
連
す
る
項
目
の
内
容

な
ど
）が
詳
細
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自

院
の
報
告
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
も
、
ぜ

ひ
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
ご
存
知
の
通
り
、
病
床
機
能
報
告

制
度
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
開

始
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
は
九
月

十
日
に
、
病
床
機
能
報
告
制
度
の
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
疑
義
照
会
窓
口
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

病
床
機
能
報
告
制
度
は
、「
各
病
棟
の
機

能
」「
人
員
・
構
造
設
備
」「
医
療
の
内
容
」
を

都
道
府
県
に
報
告
す
る
制
度
で
、
都
道
府
県

は
、
こ
の
報
告
情
報
や
高
齢
化
の
進
行
等
に

基
づ
き
、
地
域
医
療
提
供
体
制
の
将
来
像
で

あ
る
「
地
域
医
療
構
想
（
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ

ン
）」を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

報
告
制
度
の
対
象
と
な
る
の
は
、
一
般
病

床
あ
る
い
は
療
養
病
床
を
有
す
る
す
べ
て
の

病
院
・
診
療
所
で
、
こ
れ
ら
の
医
療
機
関
は
、

「
①　

自
院
の
一
般
病
棟
・
療
養
病
棟
が
持

つ
機
能
」「
②　

構
造
設
備
・
人
員
配
置
等
」

「
③　

具
体
的
な
医
療
の
内
容
」
の
三
点
を
毎

年
、
都
道
府
県
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

り
ま
せ
ん
。

　

①
の
機
能
に
つ
い
て
は
、「
平
成
二
十
六
年

七
月
一
日
時
点
の
医
療
機
能
」「
六
年
が
経
過

し
た
時
点
に
お
け
る
医
療
機
能
の
予
定
」
は

必
須
、「
比
較
的
短
期
の
医
療
機
能
の
変
更
予

定
が
あ
る
場
合
、
変
更
の
時
期
の
目
途
と
変

更
後
の
機
能
」「
平
成
三
十
七
年
度
（
二
〇
二

五
年
度
）時
点
の
医
療
機
能
」に
つ
い
て
は
任

意
で
提
出
し
ま
す
。

　

機
能
は
、「
高
度
急
性
期
」「
急
性
期
」「
回
復

期
」「
慢
性
期
」
の
い
ず
れ
か
を
選
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

②
の
構
造
設
備
・
人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、

病
棟
ご
と
に
「
許
可
病
床
数
、
稼
働
病
床
数
」

「
看
護
師
数
、
准
看
護
師
数
等
」「
主
と
す
る
診

療
科
」「
算
定
す
る
入
院
基
本
料
等
」「
高
額
医

療
機
器
の
保
有
状
況
」「
退
院
調
整
部
門
の
設

置
・
勤
務
人
数
」「
新
規
入
棟
患
者
数
・
在
棟

患
者
延
べ
数
等
」な
ど
を
集
計
し
、
報
告
様
式

に
入
力
し
て
報
告
し
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
医

療
機
関
等
は
、
紙
媒
体
で
の
報
告
も
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
事
前
の
連
絡
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

③
の
医
療
内
容
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関

が
電
子
レ
セ
プ
ト
で
の
請
求
を
行
っ
て
い
る

か
ど
う
か
で
報
告
の
仕
組
み
が
大
き
く
異
な

り
ま
す
。

　

ま
ず
、
電
子
レ
セ
プ
ト
請
求
を
行
っ
て
い

る
医
療
機
関
は
、
厚
生
労
働
省
で
医
療
機
関

の
請
求
レ
セ
プ
ト
を
集
計
し
て
、
そ
の
内
容

を
医
療
機
関
に
返
送
し
ま
す
。当
該
医
療
機

関
に
つ
い
て
は
集
計
内
容
が
送
付
さ
れ
て
く

る
ま
で
こ
の
項
目
に
つ
い
て
の
作
業
の
必
要

は
な
く
、
送
付
さ
れ
て
き
た
時
点
で
内
容
の

確
認
や
修
正
等
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
集
計
内
容
に
つ
い
て
は
平
成
二

十
六
年
十
一
月
二
十
一
日
に
発
送
さ
れ
、
内

容
の
確
認
や
修
正
は
十
二
月
十
二
日
ま
で
に

報
告
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
紙
で
レ
セ
プ
ト
請
求
を
行
っ
て
い

る
医
療
機
関
は
、
ま
ず「
紙
媒
体
提
出
希
望
窓

病
床
機
能
報
告
制
度
　
十
月
一
日
か
ら
開
始

〜
厚
生
労
働
省

　
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
疑
義
照
会
窓
口
の
設
置
〜

総
務
委
員
会

9 月 10 日から
・病床機能報告制度専用ページ立ち上げ、報告書様式（Excel）等を掲載
（http://www.mhlw.go.jp/stf/
  seisakunitsuite/bunya/0000055891.html）
・疑義照会窓口立ち上げ
・紙媒体の郵送による報告を希望する医療機関を受け付ける窓口立ち上
げ（インターネット環境にない、又は紙レセプトによる診療報酬請求を
行っている医療機関等）
　連絡先は上記の疑義照会窓口と同一です

9 月第 3週
・報告マニュアル等をすべての対象医療機関に発送、随時
・紙媒体での報告を希望する医療機関に対して、紙媒体の報告書様式を
発送

10 月 1日（水）～ 11月 14日（金）
・報告書様式の提出受付及び
（①電子記録媒体の郵送／②電子ファイルを専用ページ上へアップロー
ド／③紙媒体の郵送　のいずれか）

11 月第 3週頃
・電子レセプトデータを集計したものを各医療機関宛に発送
　（公費負担医療等の追加の必要があれば 12月 12 日（金）までに返送く
ださい。）

　病床機能報告制度のスケジュール
（報告期間は 10月 1日（水）～ 11月 14 日（金）です）

（１）2014年（平成26年）9月25日（木） 東京都病院協会 会報 第209号

発行所：一般社団法人東京都病院協会／発行人：河北博文　〒100-0003 千代田区一ツ橋 1-2-2 住友商事竹橋ビル 12階
TEL:03-5217-0896 ／ FAX:03-5217-0898 ／ＵRL：http://www.tmha.net ／ E-mail：tmha@mri.biglobe.ne.jp

2014 年（平成 26年）9月 25日

毎月1回　定価 200円（会員購読料は会費含む）
第 209号



　

本
年
四
月
の
診
療
報
酬
改
定
か
ら
六
か
月

が
経
ち
、
経
過
措
置
に
よ
る
九
月
末
届
出
に

つ
い
て
も
先
般
、
十
月
六
日
ま
で
に
届
出
書

を
提
出
し
、
同
月
末
ま
で
に
要
件
審
査
を
終

え
受
理
が
行
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
同
月

一
日
に
遡
り
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
の
事
務
連
絡
が
出
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
改
定
の
影
響
等
に
つ
い
て
の
報

告
を
当
部
会
の
役
員
で
も
あ
る
高
木
病
院

（
小
野
巌
夫
事
務
長
）
と
木
村
病
院
（
福
井
聰

課
長
）、
そ
し
て
永
生
病
院（
渡
部
雅
人
課
長
）

か
ら
頂
い
た
の
で
、ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
高
木
病
院
か
ら
の
報
告

　
　 

　
　
　 

　
小
野 

巌
夫 

事
務
長

　

初
め
に
、
医
療
法
人
社
団
仁
成
会　

高
木

病
院
か
ら
の
報
告
で
す
。

　

高
木
病
院
は
百
八
十
床
で
一
般
病
棟
入
院

基
本
料
十
：
一
を
届
出
て
い
る
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象

病
院
で
す
。平
均
在
院
日
数
は
こ
の
七
月
は

十
四
・
七
日
、
こ
こ
二
年
間
は
十
六
日
前
後

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
外
来
は
目

に
見
え
て
増
収
に
は
な
ら
ず
、
入
院
も
調
整

係
数
分
を
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
が
補
え
ず
Ｄ
Ｐ

Ｃ
医
療
機
関
別
係
数
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
を
は

じ
め
加
算
要
件
な
ど
が
か
な
り
変
わ
り
単
純

に
置
換
え
も
で
き
ず
に
お
り
、
九
月
ま
で
の

猶
予
期
間
に
い
か
に
体
制
を
整
え
る
か
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
消
費
税
の
影
響
も
大

き
く
増
税
分
は
昨
年
度
の
利
益
の
三
十
五
％

程
度
に
相
当
し
ま
す
。

　

外
来
に
つ
い
て
は
、
初
診
・
再
診
料
の
見

直
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料（
Ⅰ
）の
算

定
が
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
が
、
他
は
軒
並

み
マ
イ
ナ
ス
ま
た
は
据
え
置
き
と
な
り
ま
し

た
。二
次
救
急
医
療
機
関
で
も
あ
り
、
現
状

行
っ
て
い
る
救
急
の
受
け
入
れ
を
さ
ら
に
強

化
し
て
い
き
た
い
。一
方
、
入
院
は
幸
い
な
の

か
、
次
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
大
き
く
影
響

を
受
け
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
看
護
配

置
七
：
一
病
院
に
比
べ
十
：
一
病
院
は
加
算

要
件
の
算
定
を
考
え
な
け
れ
ば
無
風
状
態
の

よ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。短
期
滞
在
手
術

等
基
本
料
三
に
つ
い
て
は
、
増
点
に
は
な
る

も
の
の
平
均
在
院
日
数
は
二
日
程
伸
び
て
し

ま
い
十
八
日
前
後
に
な
る
見
込
み
で
す
。今

回
の
基
本
料
三
は
五
日
間
と
し
て
の
評
価
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
考
え
た
く
は
な
い
で
す

が
次
回
改
定
時
に
、
三
日
間
な
い
し
二
日
間

で
の
評
価
に
な
っ
て
し
ま
う
と…

、
不
安
を

抱
え
た
状
態
で
す
。

　

改
定
前
は
入
院
料
関
連
の
加
算
で
は
急
性

期
看
護
補
助
体
制
加
算
、
夜
間
急
性
期
看
護

補
助
体
制
加
算
、
看
護
必
要
度
加
算
二
を
算

定
し
て
い
ま
し
た
。い
ず
れ
の
加
算
も
要
件

と
し
て
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
に
関

係
し
、Ａ
項
目
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
処
置

等
」
は
急
性
期
患
者
の
特
性
を
評
価
す
る
方

向
へ
と
改
め
ら
れ
、「
血
圧
測
定
」「
時
間
尿
測

定
」、
呼
吸
ケ
ア
の「
喀
痰
吸
引
の
み
」が
削
除

さ
れ
、「
抗
癌
剤
の
内
服
」「
麻
薬
の
内
服
・
貼

付
」「
抗
血
栓
塞
栓
薬
の
持
続
点
滴
」
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。昨
年
度
の
当
院
の
看
護
必
要

度
は
十
一
％
〜
十
四
％
で
し
た
が
、
新
基
準

で
は
四
月
九
・
九
％
と
十
％
を
割
っ
て
し
ま

い
五
月
も
改
善
さ
れ
ず
に
い
ま
し
た
。や
は

り「
血
圧
測
定
」「
時
間
尿
測
定
」が
削
除
さ
れ

た
の
が
大
き
い
で
す
。医
師
の
協
力
な
ど
で

六
月
以
降
十
％
は
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
十
％
台
で
あ
り
日
々
確
認
作
業
が

必
要
で
す
。看
護
部
長
は
じ
め
病
棟
科
長
全

員
が
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
評
価
者 

院
内
指
導
者
研
修
に
参
加
し
て
病
棟
毎
に

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。し
か
し
内
科
系

の
病
棟
は
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
安
定
し
て

十
％
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

　

今
回
の
改
定
の
特
徴
と
し
て
、
実
績
に
応

じ
た
評
価
（
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
）、
デ
ー
タ
収

集
（
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
評
価
に
向
け
て
）

と
あ
り
、Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
を
は
じ
め
デ
ー

タ
提
出
加
算
に
よ
り
デ
ー
タ
提
出
病
院
が
増

え
、
よ
り
詳
細
な
実
績
が
収
集
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
具
体
的
な
数
字
に
よ
る
評
価
が
出
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。看
護
必
要

度
や
在
宅
復
帰
率
な
ど
の
例
の
ご
と
く
で

す
。地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
な
ど
の
情

報
も
収
集
し
つ
つ
、診
療
情
報
管
理
士
、医
事

課
か
ら
の
情
報
発
信
が
さ
ら
に
重
要
に
な
る

と
考
え
ま
す
。

　
一
成
会  

木
村
病
院

　
　
　
　 

　 

　 

か
ら
の
報
告

　
　 

　
　
　 

　
　   

福
井 

聰 

課
長

　

次
に
、
特
定
医
療
法
人
社
団
一
成
会　

木

村
病
院
か
ら
の
報
告
で
す
。

　

木
村
病
院
は
、
八
十
八
床
の
ケ
ア
ミ
ッ
ク

ス
病
院
で
す
。病
床
の
内
訳
は
、
一
般
病
棟
入

院
基
本
料
十
：
一
（
非
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）
四
十
二
床
、

亜
急
性
期
入
院
医
療
管
理
料 

九
床
、
障
害
者

施
設
等
一
般
病
棟
十
：
一
が
三
十
七
床
で
東

京
都
指
定
二
次
救
急
医
療
機
関
で
す
。今
回

の
診
療
報
酬
改
定
は
今
後
の
方
向
性
を
し
っ

か
り
と
打
ち
出
し
た
改
定
で
あ
り
、
急
性
期

医
療
体
制
基
準
の
厳
格
化
、
地
域
連
携
の
強

化
と
在
宅
復
帰
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
の
当
院
へ
の
主
な

影
響
と
し
て

一
、平
均
在
院
日
数
の
長
期
化

二
、看
護
必
要
度
の
評
価
基
準
の
変
更

三
、亜
急
性
期
入
院
医
療
管
理
料
の
九
月
末

廃
止　

の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
平
均
在
院
日
数
の
長
期
化
に
つ
い

て
は
、
適
応
拡
大
さ
れ
た
短
期
滞
在
手
術
基

本
料
三
に
該
当
す
る
項
目
を
平
均
在
院
日
数

か
ら
計
算
除
外
、
九
十
日
を
越
え
る
患
者
の

平
均
在
院
日
数
算
入
と
い
う
二
つ
の
マ
イ
ナ

ス
要
因
が
あ
り
ま
し
た
。

　

九
十
日
越
え
の
入
院
に
関
し
て
、
当
院
で

は
一
般
病
棟
で
長
期
化
し
て
い
る
患
者
が
比

較
的
少
な
い
た
め
、
経
過
措
置
の
あ
る
療
養

病
棟
扱
い
の
算
定
を
選
択
し
ま
せ
ん
で
し

た
。在
院
日
数
は
十
七
日
か
ら
十
八
日
に
一

日
延
び
た
も
の
の
十
：
一
基
本
料
の
基
準
で

あ
る
二
十
一
日
以
内
は
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
要
因
と
し
て
挙
げ
た
短
期

滞
在
手
術
基
本
料
三
、
こ
れ
は
該
当
患
者
が

増
え
る
と
収
益
は
向
上
し
ま
す
が
、
短
期
患

者
の
算
入
が
で
き
な
い
た
め
に
在
院
日
数
が

長
期
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
短
期

滞
在
手
術
基
本
料
三
を
算
定
し
て
も
六
日
以

上
入
院
し
た
場
合
、
平
均
在
院
日
数
の
計
算

対
象
と
な
る
た
め
、
単
に
こ
の
基
本
料
の
算

定
を
在
院
日
数
除
外
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

遡
っ
て
修
正
が
必
要
な
管
理
項
目
で
あ
り
今

後
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

次
に
看
護
必
要
度
の
評
価
基
準
の
変
更
で

す
。評
価
基
準
項
目
の
見
直
し
が
行
な
わ
れ
、

血
圧
測
定
と
尿
量
測
定
が
項
目
か
ら
削
除
、

新
た
な
項
目
と
の
入
れ
替
え
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。項
目
数
は
若
干
増
え
た
も
の
の
条
件

は
非
常
に
厳
し
く
、
そ
れ
ま
で
届
け
出
て
い

た
十
五
％
以
上
の
加
算
は
ク
リ
ア
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
十
％
以
上
の
加
算
に
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
基
準
変
更
に
伴

い
年
間
二
百
五
十
万
円
ほ
ど
の
減
収
と
な
る

見
込
み
で
す
。

報
告
者
　
田
野
倉
　
浩
治（
事
務
管
理
部
会
長
）

平
成
二
十
六
年
度

診
療
報
酬
改
定
に
と
も
な
う
試
算
事
例
報
告

1) 平成 27 年度東京都保健医療推進協議会委
員に竹川勝治常任理事、医療勤務環境改善支
援センター運営協議会委員に東海林豊理事が
推薦されました。
　また、開設に伴い平成 26 年度支援希望医療
機関の募集も始まりましたので、会員各位にお
きましてもご検討の上、ぜひご活用ください。
　　2）東京都転院支援情報システム調査協力依頼
に対し、計 80 病院から調査協力をいただきま
した。
　　3) 会員入会
　・正会員　　　成増厚生病院
　・賛助会員A　株式会社ＮＳＤ
　　いずれも入会が異議なく承認されました。
　　4) 平成 27年度東京都予算要望について
　9 月 4 日（木）に東京都医師会と共に以下
の通り、都議会各党とヒアリングを行いました。
　都議会自民党　午前 10時～ 11時
　都議会公明党　午前 11時 30分～ 12時
　都議会民主党　午後 1時～ 1時 40分

理事会報告（9月）
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そ
し
て
、
亜
急
性
期
入
院
医
療
管
理
料
の

廃
止
で
す
。亜
急
性
期
病
床
の
廃
止
に
つ
い

て
、
当
院
で
は
一
般
病
床
の
中
の
九
床
を
亜

急
性
期
病
床
と
し
て
届
出
て
お
り
、
一
般
病

床
に
戻
す
か
、
後
継
の
基
準
で
あ
る
地
域
包

括
ケ
ア
入
院
医
療
管
理
料
を
届
出
す
る
か
院

内
で
検
討
し
ま
し
た
。

　

検
討
の
結
果
、
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療

管
理
料
の
届
出
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

が
、
理
由
と
し
て
①
整
形
外
科
手
術
を
自
院

で
行
な
っ
て
お
り
、
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
継
続
す
る
た
め
の
病
床
が
必
要
で

あ
る
こ
と
②
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
在
宅

復
帰
に
向
け
て
し
っ
か
り
行
お
う
と
す
る

と
、
ど
う
し
て
も
入
院
期
間
が
長
期
化
す
る
。

こ
れ
以
上
の
平
均
在
院
日
数
の
長
期
化
は
一

般
病
棟
十
：
一
の
基
準
で
あ
る
二
十
一
日
以

内
を
満
た
せ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
。こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
当
院
で
は
地
域
包

括
ケ
ア
入
院
医
療
管
理
料
を
選
択
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
病
床
変
更
に
伴
い
、
デ
ー
タ
提
出
加

算
の
届
出
、
在
宅
復
帰
率
六
割
か
ら
七
割
へ

強
化
、
基
準
病
床
内
で
の
医
療
看
護
必
要
度

に
該
当
す
る
患
者
の
確
保
、
専
従
理
学
療
法

士
の
配
置
等
院
内
の
体
制
変
更
も
行
い
ま
し

た
。結
果
と
し
て
当
院
の
診
療
報
酬
改
定
対

応
は
、在
院
日
数
の
短
縮
、地
域
包
括
ケ
ア
病

床
に
よ
る
地
域
連
携
の
強
化
と
最
初
に
記
述

し
た
厚
生
労
働
省
の
政
策
に
沿
っ
た
形
と
な

り
ま
し
た
。

　

病
棟
運
営
上
現
在
は
特
に
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
対
応
を
長
期
に
実
施
し
て
い

く
と
病
床
稼
働
率
が
徐
々
に
低
下
し
て
く
る

と
思
わ
れ
ま
す
。今
後
の
課
題
と
し
て
稼
働

率
維
持
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
永
生
病
院
か
ら
の
報
告

　
　 

　
　
　 

　
　
渡
部 

雅
人 

課
長

　

最
後
に
永
生
病
院
か
ら
の
報
告
で
す
。

　

永
生
病
院
は
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
病
院
で

す
。今
回
の
改
定
は
「
医
療
機
関
の
機
能
分

化
・
強
化
と
連
携
、
在
宅
医
療
の
充
実
等
」と

い
う
一
つ
の
重
点
課
題
の
も
と
に
行
わ
れ
ま

し
た
。今
回
の
改
定
の
中
心
は
や
は
り
、
七
：

一
入
院
基
本
料
や
新
設
の
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
入
院
料
等
の
入
院
料
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。消
費
税
八
％
引
上
げ
に

伴
う
対
応
策
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
考

慮
し
た
試
算
上
で
も
病
院
全
体
で
は
マ
イ
ナ

ス
〇
・
四
％
と
な
り
対
策
が
必
要
で
し
た
。

当
院
で
今
改
定
で
の
影
響
の
あ
っ
た
病
棟
と

し
て
は
、
良
く
も
悪
く
も
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

病
棟
で
し
た
。

　

大
き
く
分
類
す
る
と
四
項
目
に
な
り
ま
す
。

一
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
Ⅰ
の
評
価
の
見

直
し

二
、
廃
用
症
候
群
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
の
評

価三
、地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
創
設
に
伴
う
、亜

急
性
期
入
院
医
療
管
理
料
の
廃
止

四
、医
療
療
養
病
棟
で
の
在
宅
復
帰
機
能

　

ま
ず
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
Ⅰ
の
評
価
の

見
直
し
で
す
。

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
入
院
料
Ⅰ
の
見
直

し
が
行
わ
れ
、
当
該
病
棟
に
専
従
の
常
勤
医

師
一
名
以
上
、
経
験
を
有
す
る
専
従
の
社
会

福
祉
士
の
配
置
基
準
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

当
院
で
は
こ
れ
ま
で
も
既
に
実
施
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
医
師
の
リ
ハ
ビ
リ
に
係
る
研

修
に
つ
い
て
が
、
ハ
ー
ド
ル
と
な
り
ま
し
た

が
何
と
か
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来

た
た
め
、
休
日
リ
ハ
ビ
リ
体
制
も
と
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
四
月
に
届
出
す
る
こ
と
が
出

来
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、重
症
度
、医
療
・
看
護
必
要
度
の
見

直
し
も
行
わ
れ
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
で

の
入
院
時
Ａ
項
目
一
点
以
上
の
患
者
一
割
の

基
準
維
持
が
厳
し
い
状
況
で
し
た
。こ
ち
ら

に
つ
い
て
は
、
評
価
に
つ
い
て
の
院
内
研
修

を
行
う
こ
と
と
、
患
者
状
態
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
詳
細
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
維
持
す

る
こ
と
が
出
来
、
八
月
に
新
基
準
で
の
届
出

を
済
ま
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。院
内
研

修
を
継
続
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

次
に
廃
用
症
候
群
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
の

評
価
で
す
。

　

廃
用
症
候
群
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
の
評
価

を
適
正
化
す
る
と
と
も
に
、
対
象
患
者
か
ら

他
の
対
象
の
疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
等
の
対
象
患

者
が
除
か
れ
ま
し
た
。当
院
で
は
廃
用
症
候

群
に
対
し
て
の
リ
ハ
ビ
リ
が
全
体
の
三
十

五
％
位
あ
り
ま
し
た
。リ
ハ
ビ
リ
セ
ラ
ピ
ス

ト
よ
り
総
合
的
に
見
て
他
の
疾
患
別
リ
ハ
ビ

リ
に
該
当
す
る
よ
う
な
患
者
に
は
、
主
治
医

へ
相
談
し
て
行
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。新

入
院
患
者
に
つ
い
て
は
入
院
時
よ
り
現
在
も

継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、
現
状
で
は
二
十

五
％
位
と
少
し
ず
つ
減
っ
て
き
て
は
お
り
ま

す
が
、
他
の
疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
に
は
該
当
し

な
い
患
者
が
一
定
割
合
は
存
在
す
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
創
設
に

伴
う
、
亜
急
性
期
入
院
医
療
管
理
料
の
廃
止

で
す
。

　

亜
急
性
期
入
院
医
療
管
理
料
の
廃
止
に
つ

い
て
は
、
九
月
末
ま
で
の
経
過
措
置
期
間
は

あ
り
ま
す
が
、
今
改
定
で
当
院
に
と
っ
て
最

も
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。当
院
に
は
十
八
床

の
亜
急
性
期
病
床
が
あ
り
ま
す
が
、
病
院
許

可
病
床
が
二
百
床
を
超
え
る
た
め
に
、
許
可

病
床
毎
の
点
数
で
あ
る
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

入
院
医
療
管
理
料
の
届
出
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。整
形
外
科
患
者
の
手
術
後
の
在
宅
復

帰
支
援
病
床
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の

動
向
も
踏
ま
え
て
の
病
棟
再
編
に
つ
い
て
、

院
内
で
何
度
も
検
討
し
ま
し
た
。検
討
の
結

果
、
以
前
は
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
の
一
部

と
し
て
運
用
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
一
旦
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
へ
戻
す

こ
と
と
し
て
再
編
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
医
療
療
養
病
棟
で
の
在
宅
復
帰

機
能
に
つ
い
て
で
す
。

　

七
：
一
入
院
基
本
料
の
施
設
要
件
に
在
宅

復
帰
率
七
十
五
％
以
上
と
い
う
要
件
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。七
：
一
入
院
基
本
料
に
お
け

る
自
宅
等
に
退
院
し
た
患
者
割
合
に
は
、
医

療
療
養
病
棟
の
在
宅
復
帰
率
等
の
実
績
を
有

す
る
病
棟
が
含
ま
れ
て
お
り
、
療
養
病
棟
に

も
在
宅
復
帰
率
五
十
％
や
回
転
率
十
％
の
要

件
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。急
性
期
の
後
方
支

援
を
担
う
病
院
と
し
て
取
得
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
し
た
。現
在
三
病
棟
あ
る
療
養

病
棟
の
う
ち
一
病
棟
は
基
準
を
満
た
し
て
お

り
、
七
月
よ
り
届
出
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。退

院
数
が
一
般
病
棟
に
比
べ
少
な
い
為
、医
師
・

看
護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
担
当
者
、
退
院
支
援
担

当
者
と
共
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
情
報

共
有
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
改
定
で
は
、
ど
の
領
域
の
患
者
で
あ
っ

て
も
在
宅
へ
移
行
し
て
い
く
仕
組
み
を
急
速

に
進
め
る
形
で
の
改
定
で
し
た
。こ
れ
ま
で

マ
イ
ナ
ス
改
定
分
を
病
床
利
用
率
で
補
う
形

で
の
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ケ
ア

ミ
ッ
ク
ス
病
院
と
し
て
は
よ
り
複
雑
な
施
設

基
準
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。更
に
医
療
機

関
・
事
業
所
と
の
連
携
を
深
め
、
急
性
期
の

後
方
支
援
病
院
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
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て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。『「
施
設
」
か
ら

「
地
域
」へ
、「
医
療
」か
ら「
介
護
」へ
』を
継
続

し
地
域
医
療
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

ま
と
め

　

さ
て
、い
ず
れ
の
病
院
も
平
均
在
院
日
数
が

延
び
て
お
り
、次
回
の
改
定
で
の
取
り
扱
い
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。今
回
の
改
定
で
は
平

均
在
院
日
数
の
数
値
を
直
接
短
く
す
る
の
で

は
な
く
、計
算
対
象
と
し
て
い
た
項
目
を
見
直

す
こ
と
で
各
医
療
機
関
の
短
縮
へ
の
取
り
組

み
を
図
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
看
護

必
要
度
の
項
目
見
直
し
に
つ
い
て
は
そ
の
影

響
は
か
な
り
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
院
基
本
料
十
：
一
で
は
加
算
項
目
で
あ
り
、

施
設
基
準
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
ち
ら
も
次

回
改
定
で
施
設
基
準
要
件
と
な
る
こ
と
も
議

論
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
れ
に
つ
い
て

も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま

す
。一
方
、
亜
急
性
期
病
床
の
廃
止
と
地
域
包

括
ケ
ア
病
床
の
新
設
は
二
百
床
未
満
の
病
院

で
は
多
少
の
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
っ
て
は
い
ま

す
が
、
移
行
可
能
な
も
の
で
、
有
効
な
手
段
と

考
え
ま
す
。こ
の
地
域
包
括
ケ
ア
病
床(

棟)

へ
は
療
養
病
床
か
ら
も
移
行
で
き
、療
養
病
床

で
も
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
す
。し
か
し
、
在

宅
療
養
は
難
し
く
長
期
療
養
を
要
す
る
患
者

も
多
く
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
も
把
握
し

な
が
ら
冷
静
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

十
月
か
ら
病
院
機
能
の
報
告
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。現
状
の
自
院
の
病
院
機
能
を
報
告
す

る
と
と
も
に
将
来
の
機
能
も
合
わ
せ
て
報
告

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
ず
は
、
地
域

の
状
況
と
自
院
の
機
能
を
明
確
に
し
、自
院
の

取
り
組
み
や
活
動
が
目
標
と
マ
ッ
チ
し
て
い

る
の
か
話
し
合
っ
て
も
ら
い
、そ
し
て
今
後
の

活
動
に
沿
っ
た
機
能
を
し
っ
か
り
と
院
内
で

共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

病
床
機
能
報
告
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

　

な
お
、病
床
機
能
報
告
に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
厚
労
省
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。東

京
都
か
ら
も
送
付
さ
れ
る
よ
う
で
す
。そ
の
際

に
東
京
都
が
何
か
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
を
つ

け
る
な
ど
の
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。十
分
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

参
考
と
し
て
厚
生
労
働
省
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
次

の
通
り
で
す
。

平
成
二
十
六 

年
度 

　
　
　
　
　
　

病
床
機
能
報
告
マ
ニ
ュ
ア
ル

平
成
二
十
六
年
九
月　

厚
生
労
働
省
版

http://www.m
hlw.go.jp/file/06-Seisak

ujouhou-10800000-Iseikyoku/000005
7680.pdf

（
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
）

一
、病
床
機
能
報
告
制
度
に
つ
い
て 

○ 

制
度
創
設
の
趣
旨 

○ 

対
象
と
な
る
医
療
機
関 

○ 

病
床
機
能
報
告
制
度
の
概
要 

二
、報
告
項
目
の
概
要 

（
Ⅰ)

病
床
が
担
う
機
能 

（
Ⅱ)

そ
の
他
の
具
体
的
な
項
目 

三
、報
告
様
式
の
入
手
か
ら
提
出
ま
で（
概
要
） 

四
、具
体
的
な
事
務
手
続 

(

一)

電
子
記
録
媒
体
（CD-R

）
を
郵
送
す
る

方
法 

(

二)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
報
告
す
る
方
法 

(

三)

紙
の
様
式
を
郵
送
す
る
方
法 

郵
送
に
よ
る
報
告
に
当
た
っ
て
の
留
意
点 

五
、有
床
診
療
所
の
皆
様 

六
、疑
義
照
会
窓
口

　

当
協
会
の
会
長
で
あ
る
河
北
博
文
先
生
が
、

今
ま
で
機
会
あ
る
ご
と
に
お
話
し
さ
れ
て
い

た
内
容
が
つ
い
に
本
に
な
っ
た
。

　

第
一
章
の
〝
年
々
増
加
す
る「
心
が
漂
流
す

る
」若
者
た
ち
〞
か
ら
始
ま
り
、
第
四
章
の
〝

生
き
づ
ら
い
時
代
に
も
、自
分
が
輝
け
る
場
所

が
あ
る
〞
と
内
容
が
凝
縮
し
て
い
る
。「
君
た

ち
の
責
任
で
は
な
い
。社
会
が
病
ん
で
い
る
だ

け
だ
」と
、
衝
撃
的
な
言
葉
が
読
者
を
引
き
付

け
、一
気
に
読
み
切
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

病
院
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
経
験
し
た
こ
と

が
迫
力
あ
る
言
葉
と
し
て
語
ら
れ
て
お
り
、そ

の
中
に
深
い
愛
情
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

若
者
に
向
け
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
あ
る

が
、経
験
を
経
た
我
々
に
生
き
る
べ
き
道
筋
を

示
し
て
く
れ
る
。病
院
を
経
営
す
る
リ
ー
ダ
ー

に
必
要
な
「
基
軸
」
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う
な

気
が
す
る
。

　

著
者
の
自
然
体
の
生
き
方
と
あ
ふ
れ
出
る

情
念
が
、
我
々
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
事
で
あ
ろ

う
。考
え
る
こ
と
の
す
す
め
、
自
分
の
基
軸
を

持
つ
、
心
の
構
え
方
、
学
び
・
考
え
・
行
動
す

る
と
い
っ
た
内
容
に
加
え
、「
社
会
の
最
小
単

位
は
家
庭
で
あ
り
家
族
で
す
。何
よ
り
周
囲
の

人
、家
族
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」と
、括
っ
て

い
る
。前
向
き
に
生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。

　

是
非
と
も
一
読
を
お
薦
め
し
ま
す
。

是
非
ご
一
読
を
！

（
書
評
）

「
生
き
づ
ら
さ
の
処
方
箋
」

　   

河
北
博
文 

著（
幻
冬
舎
）

東
京
さ
く
ら
病
院

　
　
院
長
　
東
海
林
　
豊
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